
 

共通科目(必修) 

科目名 臨 床 薬 理 学 
15 時間 

（7コマ） 
1 単位 

科目のねらい・

目    標 

救急領域で使用される薬品の生体に及ぼす反応およびその作用機序について学び、薬物 

の作用・副作用・臨床応用についての知識を習得することができる。 

1. 薬物が生体に与える影響について理解できる。 

2. 薬物投与に関する安全な管理の方法について理解できる。 

3. 救急領域で使用される薬物の種類や効果について理解できる。 

回  数 内  容（方法） 

1-3 

1.薬理学の基本 

1)薬の定義、薬剤処方に関する法令 

2)薬剤学、薬の投与方法、作用・副作用、薬物間の相互 

作用、吸着と収着、配合変化 

3)薬物動態学、薬物動力学（PK/PD） 

4)薬物の体内動態に対する性差・年齢・併用薬・疾患 

などによる影響 

5)薬物投与における安全管理 

薬物投与とリスクマネージメント 

4-7 

2.救急・集中治療領域で使用される薬剤の知識 

 1)鎮痛・鎮静薬   

2)循環器用薬 

 3)呼吸器用薬 

 4)消化器用薬 

 5)神経科用薬 

6)抗菌薬    など 

評  価 筆記試験 

テキスト 

 

資料を配布 
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